
お見込みのとおりです。

仮想化に必要なミドルウェア等のソフトウェアについては、
本調達に含まれます。

賃貸借期間終了後に本市に帰属する必要のあるライセンスは
情報資産管理システムに使用するソフトウェアのライセンス
のみとなります。

契約締結後に提供いたします。

お見込みのとおりです。

現行システムにおける運用管理手順書の総ページ数は約320
ページです。

2-（3）イ　インシデント管理システム用サーバに必要な
「Windows Server 2016（16コアライセンス）」及び
「Windows SQL Server 2016（4コアライセンス）」に
ついては、本市が所有するライセンスを利用可能ですが、
その他のサーバOSライセンスは本調達に含まれます。

賃貸借開始後の監視対象の追加・削除作業については本調
達の範囲外です。ただし、監視対象の追加・削除に必要な
手順は、運用管理手順書の中に記載いただきます。

本市導入済みの資産管理ツール「LanScopeCat」にファ
イルの配布機能があり、配布物及び配布に係る設定情報
等を提供いただいたうえで、本市にてツールの操作を行
い、ファイルの配布を行うことは可能です。
ただし、「LanScopeCat」のファイル配布機能を利用した
遠隔インストールの実施可否についてはインストールする
ソフト毎に本市と協議のうえ決定とさせていただきます。

現行システムにおいて、VMWare ESXi 5.1のサポート終了
に伴い、VMWare ESXi 6.0へのバージョンアップ作業を実
施した実績がございます。




